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第一〇六回婦人部中央委員会が、二〇年十一月一-二日東京新橋交通ビルにて開催されました。北海道から九州から多くの組合員・闘争団員の参加がありました。
　本部より望月総務財政部長が、青年部より岩元青年部長が挨拶しました。
❤　加藤婦人部長挨拶
　今回は時期的には、政治的に解散総選挙という話もあり婦人部委員会をどうしたらよいか？悩みながらの開催となった。政府が安定してから我々の要求をきちっと出していくことが大事だ。

　この一年、組織拡大と闘争団の運動を柱に闘ってきた。十月二四日中央集会には主催者発表で一万二千人の仲間が結集した。この機会に解決をという気運の高まりを感じた。

　大阪・長野・名古屋で少しずつ組織拡大が現れている。
青年部とは違い婦人部は定年までだ。その中でシニア制度に手を上げてきている仲間も居る。健康で一日も永く働き続ける、国労の闘う姿を見せていくことが大切だ。
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　名称問題についても今回は意見を出してもらいたい。婦人部という名称を残すか女性部と改名するか？婦人部という名称は国労として闘い続けてきた馴染み深い名称ではあるが、社会的には女性部というのが一般的になってきているため改名が必要だという声が強く上がってきている。
❤　望月総務財政部長挨拶
　国鉄問題だが、冬柴前国土交通大臣が七月十五日、解決に努力したいと約束した。九月十九日には人権問題として対応委員会を作ったと。
組織的には七月一日以降十七名の国労加入があった。青年労働者が点で動いている。それが面となって成果が現れていると感じる。我々の運動が動いている。ＪＲのなかで先頭を切って運動を広めていくことが大切だ。
❤　岩元青年部長挨拶
十月三十日九六回青年部中央委員会を開催した。組織拡大では、新規採用者が四名加入した。

私はＪＲ九州で働いている。長崎駅の女性社員は全員契約社員だ。男性は正社員。女性には正社員への道が無い。組織拡大への道は険しい。ともにがんばりましょう。
❤地方の状況♣
東京病院①　エルダー制度が始まっているが、病院では再雇用に手を上げているのに、あなたの職場はないといわれている。今まで一生懸命働いてきた、給料は下がっても働き続けたいと願っている。
大阪病院　組織拡大が急務となっている。歌声やしゃべろう会を開催している。病院は病棟の四五％を個室にしてしまった。一泊一二六〇〇円のグレードの高い病院を目指している。
私たちは職場実態要求を出して闘っている。

婦人部名称については、一〇六回まで婦人部で闘ってきた歴史があるが、これからも多くの女性が意識を持って加入できる組織にすることが大切だ。
近畿　一時間前出勤は当たり前。新規採用は毎日のようにレポートを書かされている。勉強会は超勤もつかないのに昼まで残されている。二名の新入社員は退職してしまった。中堅社員は定時には帰れない。契約社員は呼び出しも受けないのに事故があったと聞けば出勤してくる。サービス労働は当たり前の職場だ。
急に休まなくてはならないとか、子育てを両立しなくてはならない社員は大変な状況だ。
北見　釧路の闘争団は、Ｗさんは連帯する会で活躍している。Ｈさんは夫が脳梗塞になり介護して八年になる。二一年間闘ってきたくやしい思いが、一日も早い解決が望まれる。
　北見闘争団は、Ｔ①さんは、埼玉に居る。Ｔ②さんは、介護のバイトをしている。２交代は大変だし、腰も痛いががんばっている。私はクリーニング屋で働いている。午前中は闘争団に居て仕事をしている。
裁判は十二月二十四日が結審で来年三月には判決が出る。先日の中央行動では北見から二七名が参加した。今年は一万二千人というので、昨年七千人より燃えた。多くの人に支えられてここまでこれたと思う。
盛岡　盛岡のＹさんが女性エルダー一号となってがんばっている。女性の職場は無いといわれながら、何回も面談を重ね今の職場を勝ち取った（すばらしい）。盛岡の健診ｾﾝﾀｰはこれから健康診断に歩くとのこと。寒くなってきて検診するほうもだが、受けるほうも大変だ。時期をずらして欲しいと申し入れをしている。
私は一ノ関駅にいる。泊まりはやっていない。いずれはやってもらいたいといわれたが、研修を十分にやってくれればやっても良いと答えた。東労組は情報を机の上に出しっぱなしだ。組合が違ってもいずれは一緒にやれる努力をしなくては。

長野は今回欠席だが、四月一日付けでＴさんという新規加入を勝ち取った。Ｔさんはいろんなところに行って加入の報告している活動的な女性だ。

出向　ビジネス駅ネットセンターにいます。二年前子会社化のときに強制配転だったために東労に不満があって、三名の国労加入を勝ち取った。
私は来年六月は六十歳に成る為エルダー社員を希望しているところだ。人事課は十-十一月に職場を持ってくると言っていたがまだこない。
婦人部の名称については、長い間闘ってきた大切な名称だが、若い人たちには男性女性のほうが判りやすいかな。
仙台　仙台地本は青森スワローツアーに１人出向で居ます。仙台病院に二名、仙台駅に二名、郡山駅に二名、ビジネス駅ネットに一名出向で居ます。なかなか全員が集まれないのが悩みだ。
　仙台病院の看護師は試験には受かっていない。しかし内視鏡検査などいろんな資格は取っている。新規採用者の指導者にもなっている。検査課ではいろんな研究や新しい仕事など若い人たちにどんどんやらせているが、仕事のしわ寄せがこちらに来る。
　私は郡山駅に居ますが過不足問題が現在のネックだ。自分としてはきちんとやっているつもりだが過不足が出てしまう。ストレスになる。
春と秋に団結会を開いている。今回は若い人が五名も参加してくれた。彼らは堂々としているからすごいと思う。名称についてはどちらでも良いと思う。男性に対し女性だと主張したいならそれでも良い。
東京　東京地本は十四名で、現在月一回就業規則の勉強会をやっています。私は病院にいます。病院は九名で、集まりは月一回、意見交換会や勉強会をしている。食堂や喫茶店を利用している。組合員は病院の中でばらばらにされている。情報が月一-二回まとまってくるので読むのが大変だ。
　名称についてはどちらでも良いと思う。新しい方の意見を聞いたほうが良い。

新宿①　ホームの遺失物にいます。仕事は窓口とパソコンの入力・引渡し･荷造りで送る・駅の問い合わせなど。人身事故があった場合対応があるので不安だ。運転の勉強会では重いはしごを背負って線路脇を歩いた。見張り要員の訓練もあった。泊りでは、出札・改札代理が鍵掛けをするため追い出しなども一人でやらなければならない。
新宿②　東京地本は十四名だ。だんだん退職年齢を迎えてきている。組織的には厳しく苦しい状態だ。エルダー社員に手を上げているが、あなたの職場は無いと厳しい状況がある。諦めず訴え続けていくことが大切だ。

　私は新宿駅にいるが、マルスは四十代の最後のがんばりだと思う。何でもっと若いときにやらせてくれなかったのかと悔しい思いがある。

　契約社員の問題は切実だ。最長五年で退職、正社員の道は閉ざされては居ないが確実ではない。全員採用をめざす闘いが必要だ。
新宿③　私は、新宿で改札半分で日勤・泊まり半分だ。今年はクールビズで室内温度が二十八℃に設定されたが、私の職場はオープンカウンターなので温度は三二から三四度にすぐになってしまった。体調を崩して病院に行ったら熱中症だと診断された。それでクーラーをもう一台増やしてくれた。助役に水分は取らなかったのかといわれたが、目の前にお客が居るのにいつ水分を取ればいいのか！休憩室も遠いと答えた。誰かが被害にあわないと改善が進まないのが実態だ。

☆　今後の予定　☆
十二月十四-十五日
　東日本組織拡大経験交流集会
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